
マニュアル-買取契約書

▼ここでは買取契約書の流れを画面とともに説明します。

▼買取契約一覧画面

買取契約書サービス申し込み後に
【買取契約】ボタンを押すと買取契約一覧画面へ移動します。

今までに作成した買取契約書がこの画面に表示されます。
また、画面上部の検索条件を入力することで、
買取契約書を検索して、表示する内容を絞ることもできます。
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▼設定画面

買取契約一覧画面下部の【F4設定】ボタンを押下すると、
金額明細の設定画面を開きます。
買取契約書画面で表示される「その他査定額」と「経費」の
項目について設定します。

●その他査定額
設定画面上半分の1～5が「その他査定額」になります。

・名称
　　明細項目の名称を記入します。

・課税
　　項目の課税/非課税を選択します。

・区分1
　　区分2と合わせた設定として使われます。
　　買取契約書から仕入れが作成された時(契約書が作成された時)、
　　買取契約書画面で入力した金額が、区分1と区分2で
　　指定された項目に自動的に反映されます。 今回の場合は

未経過自動車税の項目に
・区分2 区分1として「仕入経費」、
　　区分1で選択した区分に対応した内容が 区分2として「落札料」を設定。
　　リストに表示されます。
　　区分1と合わせた設定として使われます。
　　買取契約書から仕入れが作成された時(契約書が作成された時)、
　　買取契約書画面で入力した金額が、区分1と区分2で
　　指定された項目に自動的に反映されます。

※今回の画像では、『未経過自動車税』の項目の、
　　区分1に「仕入経費」、区分2に「落札料」を選択しているので、
　　買取契約書から仕入れが作成された時、
　　仕入情報画面での”仕入経費”タブ画面の”落札料”の項目に
　　金額が反映されます。
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●経費
設定画面下半分の1～10が「経費」になります。

・名称
　　明細項目の名称を記入します。

・課税
　　項目の課税/非課税を選択します。
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▼買取契約画面
買取契約一覧画面から【F9新規】または【F10編集】ボタンを
押下すると、買取契約書画面へ移動します。

次ページ以降、各入力項目ごとに説明していきます。
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▽売主
車両の売主様の情報を記入します。
【顧客検索】ボタンで、顧客管理に登録されている顧客を
呼び出すことができます。
逆に、ここに直接入力した売主様の情報を
【顧客新規】ボタンから、顧客管理へ登録することができます。

※区分について
「見積」と「契約」がありますが、「見積」を選択して
契約書を保存した場合は仕入情報は作成されませんが、
「契約」を選択して契約書を保存した場合は、
仕入情報が作成されます。
また「契約」だったものを「見積」へ変更して保存した場合、
仕入情報が自動的に削除されます。

▽車両情報
車両の情報を記入します。
売主同様に、【顧客検索】ボタンで顧客管理に登録されている
顧客を呼び出すことができます。
逆に、ここへ直接入力した車両情報を【車検証新規】ボタンから
顧客管理へ登録することができます。
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▽車両査定額/残債/残債戻し金
各項目を直接入力してください。
3項目の計算結果が右の『査定額合計①』に表示されます。

▽その他査定額
設定画面で設定したその他査定額の項目がここに表示されます。
入力方式で「総額」か「外税」を選び、白いマスの所に
金額を入力します。
　　　※ここで入力した金額が、設定画面の区分1/区分2で指定した
　　　　項目に反映されます。
ここの5項目の合計が、表の下の『その他査定額合計②』に
表示されます。

▽経費
設定画面で設定した経費の項目がここに表示されます。
その他査定額同様に、入力方式で「総額」か「外税」を選び、
白いマスの所に金額を入力します。
この10項目の合計が、表の下の『経費合計③』に
表示されます。

ご契約金額は以下の式で計算されます。

ご契約金額＝『査定額合計①』+『その他査定額合計②』-『経費合計③』
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各項目を入力し終えると、右の図のようになります。

ここから画面下の【F9印刷】から
買取契約書を印刷することができます。
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▼その他の画面・ボタンについて

▽銀行口座 ▽銀行口座/備考 ▽使用者・所有者
売主様の口座情報を記入します。

▽備考
その他の備考を記入します。

▽使用者・所有者
車両の使用者・所有者情報を記入します。

▽買取履歴
おもてなし機能とリンクして、今回の買取を ▽買取履歴
履歴として残します。
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▽約款印刷ボタン
買取契約条項を印刷します。

▽削除ボタン
買取契約書を削除します。

▽原価ボタン
経費の原価入力枠を表示します。


